
辰山山麓地区には標高約140ｍの低丘
陵と谷筋が織りなす入り組んだ地形から

うまれた坂道や長い階段、迷路のような小路が
網の目状にはりめぐらされており、四季折々の変
化に富んだ散策を楽しむことができる。
　金沢には城を囲むように卯辰山山麓寺院群・
小立野寺院群・寺町寺院群の三つの寺院群
がある。卯辰山山麓に寺院が集められた直接
的契機となったのは17世紀初めから中頃に渡る
城下町建設によるとされている。また、卯辰山
が金沢城から見て鬼門（北東）に当たるため、
加賀藩はここに寺社を集めて厄除けを行ったとも
いわれ、現在、50もの寺社が散在している。
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C観音菩薩群　安永8年銘（観音院）

B狛鹿　明治13年銘（小坂神社）

A狛犬（観音院）

富田家墓所（慈雲寺）

卯

書は卯辰山山麓地区にある数多くの石
造物の中から藩政期に由来のある55点

を選択して紹介したものである。寺社の境内や
墓地に残されている石塔・燈籠・石碑などの
石造物から金沢の歴史と文化を学習する一助
になれば幸いである。

本
本書は、平成24年度協働のまちづくりチャレンジ事業として

金沢文化財ボランティアうめばちの会が金沢市から委託を受けて市と協働で作成したものである。
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造物とは、不変性や耐
久性にすぐれながら、

加工の容易な特性をもつ石を
素材にした造形物である。加
工した石やそれらを組み合わ
せて構築し、また自然石など
に文字や梵字を刻み、あるい
は如来や菩薩の像容などを彫
刻し製作する。石造物には供
養塔や墓碑などの石塔、地蔵
尊や不動明王などの石仏があ
り、他に道標・鳥居・燈籠・
石碑などその他の造形物があ
る。本書で紹介する石造物は

55点で、墓石や供養塔類が最も多く、次いで燈籠、石碑等がある。
以下、卯辰山山麓地区の石造物を種類毎に説明しよう。

仏には、⑫七稲地蔵
尊が著名である。他

に観音菩薩や不動明王など
が境内に置かれている。ま
た、富田家墓所の石廟には
不動明王や天女、宗龍寺の
石幢には六地蔵が刻まれて
いる。

材は、地元産の赤や
青の戸室石（安山岩）、

県外産の灰白色の越前笏谷
石（凝灰岩）がよく使われ
ている。他に数少ないが瀬
戸内産と推定される花崗岩
が使われており、北前船など
で運ばれたものと考えられる。

人墓には、金沢の伝統工芸の祖となる人物の墓が多い。加
賀蒔絵の34五十嵐道甫、友禅染めの35宮崎友禅斎、陶芸

（大樋焼）の44大樋長左衛門、金沢箔の32越野佐助、氷室饅頭の
㉚道願屋彦兵衛、若松飴の㉛飴屋弥兵衛などがある。

能関係には、俳人芭蕉の弟子・50立花北枝、歌舞伎役者の
33初代中村歌右衛門、能の38宝生紫雪、39諸橋権之進、40

波吉八音、茶人（裏千家）の45仙叟宗室らの墓がある。
者には、和算の大家・⑨関孝和、藩校の書の講師・43河
野四郎右衛門、医師の⑪松田東英、加賀藩の歴史・地理

の大家⑳富田景周らの墓がある。他に当該地区の顔役で七稲地
蔵建立に尽力した⑩綿津屋
政右衛門の墓がある。

碑には、当地らしく浄
土宗寺院に置かれる

名号塔（「南無阿弥陀仏」
と刻む）、日蓮宗寺院に置か
れる題目塔（「南無妙法蓮華
経」と刻む）が多数ある。

籠は、どの寺社にも必ず
見かける。中でも㉖来

教寺と52小坂神社には講の寄
進により規模が大きい燈籠があ
る。48心蓮社の例は方柱状を
呈する特異な形態である。

碑など供養塔には武家、職人、芸能人、学者など多様
な人物がこの地区の寺院に埋葬されている。

　武家では、⑯～⑳富田家の墓
地を取り上げる。石廟の中に宝篋
印塔を安置し、廟の内面に蓮華
花葉文が描かれている。このよう
な例は野田山墓地にある国指定
史跡加賀藩主前田家墓所以外
では本例のみであり、貴重な石
造物である。他に、豪姫の娘・
理松院41、三代藩主利常の生母
の生家・上木家墓所42等がある。

辰山山麓地区には実
に様々な石造物があ

る。立ち止まって表面を眺め
ると年号や人名、願いを込
めた文字が刻まれており、
それぞれ建立に至る歴史が
あることがわかる。当地区の
古寺巡礼に併せて石造物を
訪ねてみると新たな金沢の
魅力の発見があるだろう。
＊アルファベットは石造物マップに一致

D題目塔　延享3年銘（円光寺）G狛犬　明和9年銘（豊国神社）

I不動明王及二童子（宗龍寺）

K観音菩薩（妙圓寺） J地蔵菩薩　宝永5年銘（月心寺）

L石仏（？）　文政12年銘（円長寺）

E手水鉢　天保5年銘（松尾神社）

F燈籠　文政13年銘（西養寺）H江戸三度（本蔵寺）
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№ 名　　　称 所 在
1 題目塔

静明寺
P6

2 搆中一結

3 佐々木日向守の墓

4 筆硯の墓

5 菊池大学の墓

6 岸駒両親の墓

7「南無大悲観世音菩薩」の碑

観音院
L6

8 献燈一対

9 関孝和の墓

10 綿津野政右衛門の墓

11 松田東英の墓

12 七稲地蔵 寿経寺
K5

13 御神燈
宇多須 
神社
J5

14 御神燈

15 奉納燈籠

16 富田重政の墓

慈雲寺
Ⅰ5

17 富田重康の墓

18 富田重政次女の墓

19 奥村栄政娘の墓

20 富田景周の墓

21 石憧 宗龍寺
Ⅰ722 北辰星

23 天神供養塔
西養寺
H724 高沢忠順の墓

25 今枝家の墓所

26 燈籠 来教寺
G527 百度塚

28 義賢名号塔 玄門寺
G4

29「開運辨財天尊」の碑

誓願寺
G7

30 道願屋彦兵衛の墓

31 飴屋弥兵衛の墓

32 越野佐助の墓

33 初代 中村歌右衛門の墓 真成寺
G7

34 五十嵐道甫の墓

35 宮崎友禅斎の墓 龍国寺
F8

36 題目塔 妙正寺
F6

37 大黒天寶前燈籠一対 妙国寺
F6

38 宝生紫雪の墓
全性寺
E639 諸橋権之進の墓

40 波吉八音の墓

41 理松院の墓 妙泰寺
E5

42 上木家の墓所 蓮覚寺
E5

43 河野四郎右衛門の墓 妙圓寺
E6

44 大樋長左衛門の墓 月心寺
E745 仙叟宗室の墓

46 題目塔 本法寺
D6

47 徳本名号塔

心蓮社
D6

48 燈籠一対

49 手水鉢

50 立花北枝の墓

51 献燈 光覚寺
C7

52 富士大権現燈籠

小坂神社
C10

53 願攘厄災燈籠

54 寄進燈籠一対

55 御神燈一対

A 狛犬 観音院
L6

B 狛鹿 小坂神社
C10

C 観音菩薩群 観音院
L6

D 題目塔 円光寺
G5

E 手水鉢 松尾神社
Ⅰ7

F 燈籠 西養寺
H7

G 狛犬 豊国神社
N10

H 江戸三度 本蔵寺
G6

I 不動明王及童子 宗龍寺
Ⅰ7

J 地蔵菩薩 月心寺
E7

K 観音菩薩 妙圓寺
E7

L 石仏（？） 円長寺
J2
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卯辰山山麓地区石造物マップ
❖墓所は故人が永遠の眠りについている場所です。必ずお寺の許可を取りましょう。
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題目塔
所在：静明寺
種類：題目塔
建立年：嘉永５
 （1852）
石材：赤戸室
高さ：390㎝
見学：可

正面に大きく「南無妙法蓮華
経」、その下に「一石一字」と
発願主・井村屋徳兵衛の他
に、多数の町人名を刻む。

P6 搆中一結
所在：静明寺
種類：記念碑
建立年：享保18
 （1733）
石材：笏谷石
高さ：232㎝
見学：可

花頭枠上部に「搆中一結」と
刻むが、これは享保の頃、金
沢法難により犠牲者が出た
折に、本山から渦中の信徒に
与えたもので、講衆の固い信
心がしのばれる。

P6

御神燈
所在：宇多須神社
種類：燈籠
建立年：文久２
 （1862）
石材：赤戸室
高さ：180㎝
見学：可

拝殿左側にある燈籠。「文久
弐年壬戌孟春　原屋□兵衛、
笠屋清次郎/笠島尚/笠島ミ
つ」（火袋は後補で坪野石）と
刻む。

J5

燈籠
所在：来教寺
種類：燈籠
建立年：嘉永４
 （1851）
石材：赤戸室
高さ：560㎝
見学：可

当寺は近江より金比羅大権現、
山城国鞍馬山から毘沙門天を
勧請。伝聞では、藩政期、藩の許
可を得て富くじを発行し、当選
すると、翌春、四国讃岐の金比
羅さんに代参した。この燈籠は
その時の余剰金や寄付金など
で建立されたと伝わる。

H5

宝生紫雪の墓
所在：全性寺
種類：墓塔
建立年：元治元
 （1864）
石材：凝灰岩
高さ：245㎝
見学：要許可

十五代宝生大夫弥五郎友干。
文久２年（1862）加賀藩の御手
役者｢波吉宮門｣の世話で金沢
へ移住。隠棲し｢紫雪｣と号す。
翌年、浅野川河畔の天道寺（現
浅野川稲荷神社）で亡くなる。
将軍家の庇護の下、藩政期最
後で最大の勧進能を興業。

E5

立花北枝の墓
所在：心蓮社
種類：墓塔
建立年：享保３
 （1718）
石材：凝灰岩
高さ：70㎝
見学：可

？～1718。小松生れの刀匠、蕉
門十哲の一人。元禄2年（1689）
芭蕉来 の折に、入門し越前
松岡まで同行。墓は幾度か修
築・修覆され正面に「趙北枝先
生　享保三年五月十二日」、
左側面に「施主藩月堂」を刻む
が、施主の詳細は不明である。

D7

七稲地蔵
所在：寿経寺
種類：石仏
建立年：安政５
 （1858）
石材：凝灰岩
高さ：103～
 108㎝
見学：堂外から
 見学可

安政５年（1858）、米価高騰に
苦しむ民衆が、卯辰山頂より
金沢城に向かって大声で直
訴した「泣き一揆」の首謀者
七人を供養するため、卯辰茶
屋町の侠客・綿津屋政右衛門
が彫らせたもの。現在は門前
堂内に移された。

L5

高沢忠順の墓
所在：西養寺
種類：墓塔
建立年：不明
石材：凝灰岩
高さ：186㎝
見学：可

1731 ～ 1799。高沢家は、元々
横山氏に仕えていたが、後に
三代藩主利常に450石で仕え
る。忠順は能州郡奉行・改作
奉行などを務め、藩主利常の
改作法に心酔して地方行政
に能力を発揮し、『改作旧記』
を遺した。

H7

題目塔
所在：妙正寺
種類：題目塔
建立年：寛政元
 （1789）
石材：赤戸室
高さ：220㎝
見学：可

本堂前の階段上左側にあり、
「南無妙法蓮華経」と３面に
刻む。当寺は十三代藩主斉泰
の生母小野木八百子（栄操
院）の祈願所であったことか
ら藩の庇護を受けた。

F6

献燈一対
所在：心蓮社
種類：燈籠
建立年：天保11
 （1840）
石材：赤戸室
高さ：82㎝
見学：可

燈籠は本堂の前にあり。奉納
者の中谷家は藩政時代に藩
の賄方を務め、中谷次右衛門
は「活き作り」の名人で中谷
家中興の祖といわれている。

D6

筆硯の墓
所在：静明寺
種類：墓塔
建立年：文久２
 （1862）
石材：赤戸石
高さ：105㎝
見学：要許可

硯型の台石に筆を造形した
墓である。当山十六世日當上
人の人柄を偲び弟子たちが
建立したもので、墓に手を合
わせれば、書道が上達すると
いわれている。

P6

富田重政の墓
所在：慈雲寺
種類：石廟
建立年：寛永２
 （1625）
石材：笏谷石
高さ：188㎝
見学：要許可

1564 ～ 1625。「重政」は朝倉
家家臣山崎家から富田家に
婿入し、前田利家から３代の
藩主に仕える。末森合戦など
で功を上げ、父景政から富田
流を伝授され、「名人越後」と
称賛された。寛永２年４月62
歳歿、人持組13,700石。

Ⅰ6

義賢名号塔
所在：玄門寺
種類：名号塔
建立年：天保４
 （1833）
石材：花崗岩
高さ：180㎝
見学：可

浄土宗では｢南無阿弥陀仏｣
の称名で誰でも浄土へ導か
れるとする。本塔の六字名号
は江戸末期の念仏行者「義
賢」の揮毫による。元は門前
にあったが、道路拡張のため
に境内に移された。

G4

波吉八音の墓
所在：全性寺
種類：墓塔
建立年：文久２
 （1862）
石材：凝灰岩
高さ：170㎝
見学：要許可

波吉宮門（紅雪）の５男。波吉
家は代々御手役者で、七代以
降｢宮門｣を襲名。九代の宮門甚
次郎（八音の父）は、宝生紫雪の
弟子で「紅雪」と号し江戸の弘
化勧進帳にも出演。万延元年

（1860）４月、八音は金沢城二の
丸の能舞台で能を演じた。

E6

富士大権現燈籠
所在：小坂神社
種類：燈籠
建立年：慶応元
 （1865）
石材：赤戸室
高さ：464㎝
見学：可

表参道左側、国道沿いにある
藩政末期の堂々とした燈籠。
　とは大きさと建立時期は1
年異なるが一対の物と見ら
れる。「慶応元年　願攘厄災
　富士大権現　道中安全」と
刻む。

A7

綿津野政右衛門の墓
所在：観音院
種類：供養碑
建立年：明治２
 （1869）
石材：花崗岩
高さ：166㎝
見学：可

1803 ～ 1865。卯辰茶屋町の
綿津屋忠蔵の婿養子で、幕末
の茶屋経営や芝居興行で知ら
れた侠客。観音院に三重塔を
再建、安政５年（1858）「泣き一
揆」の七稲地蔵を建立。慶応元
年（1865）62才で歿。石碑は「京
三度」の世話人たちが建立。

M6

北辰星
所在：宗龍寺
種類：石祠
建立年：不明
石材：笏谷石
高さ：55㎝
見学：可

石祠扉に「波に亀と水泡」と
刻む。中に北辰星と陰刻した
八角石柱上に半球石を乗せ
る。北極星や北斗七星を神格
化し、亀や玄武に乗る像があ
る妙見信仰との関連が考え
られる。除災、福寿、国土擁護
等を成せるという。

Ⅰ7

五十嵐道甫の墓
所在：真成寺
種類：墓塔
建立年：文政６
 （1823）
石材：凝灰岩
高さ：175㎝
見学：要許可

？～ 1678。寛永年間頃、三代
藩主利常に京都より招かれ、
加賀蒔絵の基礎を築いた。以
下代々五十嵐姓を名乗り、金
沢にて蒔絵を生業とした。墓
は文政６年、弟子筋の「宗平」
により建立される。

G7

題目塔
所在：本法寺
種類：題目塔
建立年：寛政３
 （1791）
石材：笏谷石
高さ：149㎝
見学：可

山門前左側に建つ題目塔。碑
正面に「南無妙法蓮華経」と
刻まれている。当寺は三代藩
主利常の祈祷所として建立
された。

D6

岸駒両親の墓
所在：静明寺
種類：墓塔
建立年：文化６
 （1809）
石材：凝灰岩
高さ：155㎝
見学：要許可

岸駒は金沢から京都に上り
「岸派」を開いた絵師で、特に
虎の絵が有名。文化６年金沢
城二の丸御殿の障屏を描く
ため、十二代藩主斉広に招か
れ来沢した折、両親の墓を再
建した。

P6

富田重政次女の墓
所在：慈雲寺
種類：石廟
建立年：寛永17
 （1640）
石材：笏谷石
高さ：173㎝
見学：要許可

? ～ 1640。「慈照院」は慶長11
年（1606）奥村宗家三代栄政
に嫁ぐ。４男１女（栄清・栄
従・栄張・栄相・女）を授かる。
石廟には天女を陽刻、屋根の
棟に家紋がみえ、内部には蓮
の絵が描かれている（重政の
墓⑯にも蓮の絵がある）。

Ⅰ6

道願屋彦兵衛の墓
所在：誓願寺
種類：墓塔
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：116㎝
見学：要許可

氷室万頭の創案者で享保年間
（1716 ～ 1736）に川南町（現片
町）大橋東側に和菓子屋を営
む。夏季に徳川将軍家に献上
した氷室の氷と共に涼をとる
和菓子として創案された氷室
饅頭は今も庶民に親しまれ、
夏の風物詩となっている。

F7

上木家の墓所
所在：蓮覚寺
種類：墓塔
建立年：元和元
 （1615）
 など
石材：赤戸室
高さ：206㎝
見学：要許可

三代藩主・利常の生母「ちよ」
の生家上木家の墓地。五輪塔
と笠付墓碑がある。上木家は
朝倉義景の時代に越前府中

（現在の福井県武生市）に居
住した。

E6

寄進燈籠一対
所在：小坂神社
種類：燈籠
建立年：元禄２
 （1689）
石材：凝灰岩
高さ：265㎝
見学：可

社殿正面両脇にある。「尾張
町漆屋喜兵衛　元禄二年己
巳歳　春日社奉寄進燈籠」と
刻むことから、当社は春日明
神の勧請神を祀ることがわ
かる。参道の途中には享保20
年（1735）と 文 化13年（1816）
の燈籠各一対がある。

C10

献燈一対
所在：観音院
種類：燈籠
建立年：文久２
 （1862）
石材：赤戸室
高さ：157㎝
見学：可

津幡は北国街道と能登往来
の分岐点にあり、寛永頃に宿
駅として整備され、交通の要
衝として繁栄。正面に「津幡
驛」左面に「献燈」右面に「文
久二年（1862）」と刻むが、観
音院に建立の由来について
詳細は不明。

M6

富田景周の墓
所在：慈雲寺
種類：墓塔
建立年：文政11
 （1828）
石材：笏谷石
高さ：181㎝
見学：要許可

1746 ～ 1838。７歳で本家に
養われ、安永２年（1773）禄
高2,500石を受け継ぎ、小松
城番、御算用場奉行となり、
文政11年83歳歿。加賀藩の歴
史・地理の大家で、「越登賀三
州志」など多数の著述があ
る。身部に功績を刻む。

Ⅰ5

越野佐助の墓
所在：誓願寺
種類：墓塔
建立年：安政２
 （1855）
石材：赤戸室
高さ：184㎝
見学：要許可

1808 ～ 1885。能登屋佐助と
名乗り卯辰西養寺前に住み、
江戸から金箔を仕入れ販売
し て い た。天 保 期（1830 ～
1843）、加賀藩での金箔製造
規制解除を求め、幕府から製
造の公認を得るなど、金沢箔
製造の礎を築いた。

F7

大樋長左衛門の墓
所在：月心寺
種類：墓塔
建立年：天保10
 （1839）
石材：赤戸室
高さ：120㎝
見学：要許可

五代長左衛門が、天保10年
に四代目が亡くなったと
き建立した。初代長左衛門

（1630~1712）は裏千家仙叟宗
室が金沢へ招かれた折、「茶
碗師」として同道。河北郡大
樋村（現在の大樋町）に窯を
築く。

E7

佐々木日向守の墓
所在：静明寺
種類：墓塔
建立年：明和４
 （1767）
石材：砂岩
高さ：184㎝
見学：要許可

加賀藩士多羅尾家に仕え、博
打で出奔後、江戸・京都と移
り、持ち前の理財の才覚で出
世。明和元年（1764）に、故郷
金沢を再訪。同３年には従五
位下を叙爵、明和４年歿。墓
はその子田中源五左衛門が
建立した。

P6

奉納燈籠
所在：宇多須神社
種類：燈籠
建立年：文久３
 （1863）
石材：赤戸室
高さ：380㎝
見学：可

本神社で最大の高さを誇る
燈籠。「奉納仕□講　文久三
癸亥歳九月吉日　清輝橙」と
あり、基礎には世話方卯辰平
兵衛他５人の名を刻む。

J5

百度塚
所在：来教寺
種類：標石
建立年：文化９
 （1812）
石材：笏谷石
高さ：125㎝
見学：可

百度参りする人々の目標と
して据えられた石標を｢お百
度石｣と称する。当寺の十九
世瑞玄が、寺の本堂の内陣と
外陣の間に格子戸を設け、夜
のお参りを可能にした。距離
は短いが昔のままである。

H5

諸橋権之進の墓
所在：全性寺
種類：墓塔
建立年：不明
石材：凝灰岩
高さ：170㎝
見学：要許可

初代は能登鳳至郡諸橋郷の
出身。代々 ｢権之進｣を名乗り
金春流能大夫を務める。子孫
は三社三構（現芳斉2丁目）の
正福寺の向いに能舞台のあ
る屋敷に居住。十一代藩主治
脩に召され、加賀藩宝生流能
大夫として御手役者となる。

E5

献燈
所在：光覚寺
種類：燈籠
建立年：天保13
 （1842）
石材：赤戸室
高さ：235㎝
見学：可

本堂の左側にある燈籠。六代
小川知安が建立。小川家は
元近江国に住み、豊臣秀次・
宇喜多秀家に仕え、慶長7年

（1602）には二代藩主前田利
長に仕えた。

C7

御神燈
所在：宇多須神社
種類：燈籠
建立年：文政13
 （1830）
石材：青戸室
高さ：160㎝
見学：竹垣外部
 から見学可

上段玉垣右手前にある本神
社最古の燈籠。銘文に「御神
燈　文政十三寅歳九月吉日」
と刻む。当社は金沢五社（他
に、小坂神社、神明宮、椿原神
社、安江八幡宮）の一つに数
えられ、藩主前田家より特別
の待遇を受けた。

J5

今枝家の墓所
所在：西養寺
種類：墓塔
建立年：文化12
 （1815）
 ＊7代当主
石材：赤戸室
高さ：139㎝
見学：可

今枝家は人持組筆頭・禄高
14,000石。加賀藩家老職を務
める。墓石は七代当主とその
家族のもの。以前は土饅頭の
上に墓石を置いたといわれ
るが、現在は失われ、二列に
整備。野田山墓地にも今枝家
の墓所がある。

H6

大黒天寶前燈籠一対
所在：妙国寺
種類：燈籠
建立年：文政６
 （1823）
石材：赤戸室
高さ：163㎝
見学：可

当寺には日蓮作と伝えられ
る大黒天像が安置されてお
り、別名大黒寺とも呼ばれ
る。大黒天に関連して小槌形
の燈籠が奉納されたものと
考えられる。

E6

手水鉢
所在：心蓮社
種類：手水鉢
建立年：元禄９
 （1696）
石材：赤戸室
高さ：54㎝
見学：可

手水鉢は本堂正面にあり、平
面形は長方形を呈す。正面に

「元禄丙子　開禅院　除心」
の文字を刻む。

D6

菊池大学の墓
所在：静明寺
種類：墓塔
建立年：嘉永５
 （1852）
石材：青戸室
高さ：160㎝
見学：要許可

菊池大学は禄高3,200石、生
洲小路（現武蔵町）に屋敷を
構えた。父菊池武勝右衛門は
佐々成政の旗本であったが、
その後利家に仕え、氷見城主

（１万石）となる。父親の過去
が災いし、晩年は不遇で、元
菊町に下屋敷があった。

P6

富田重康の墓
所在：慈雲寺
種類：石廟
建立年：寛永20
 （1643）
石材：笏谷石
 ・砂岩
高さ：152㎝
見学：要許可

1601 ～ 1643。「重康」は重政
次男、父重政の後を継ぎ、家
芸の剣法に専念した。晩年中
風の病にかかったが、剣を持
つと常人を圧倒したため、時
に人恐れて「中風越後」と呼
んだ。寛永20年42歳歿、人持
組頭１万石。

Ⅰ6

「開運辨財天尊」の碑
所在：誓願寺
種類：標石
建立年：安政７
 （1860）
石材：笏谷石
高さ：105㎝
見学：可

山門前石段左手にある、「開運
出世辨財天尊（一部欠損）」と
彫られた石碑。本堂内にある

「宇賀弁財天」は神奈川県に所
在する江ノ島神社と縁起があ
り、芸能上達を願う卯辰茶屋
街の芸妓や商売繁盛を願う商
人に篤く信仰された。

G6

理松院の墓
所在：妙泰寺
種類：墓塔
建立年：元和元
 （1615）
石材：赤戸室
高さ：271㎝
見学：要許可

豊臣秀吉の養女、初代藩主前
田利家の娘豪姫と宇喜多秀
家との間に生まれた子女理
松院を葬ったもの。この墳墓
に歯痛の時、箸を供えて祈願
すると、平癒するといわれて
いる。

E5

願攘厄災燈籠
所在：小坂神社
種類：燈籠
建立年：慶応２
 （1866）
石材：赤戸室
高さ：308㎝
見学：可

参道石階段を昇りきった玉
垣内右側にある。当初は表参
道入り口街道筋右側に設置
されていたが、道路拡幅時に
現在地に移設。「慶応二歳丙
寅　願攘厄災　町内安全、春
日御社前」と刻む。

C10

松田東英の墓
所在：観音院
種類：墓塔
建立年：天保７
 （1836）
石材：砂岩
高さ：134㎝
見学：可

1788 ～ 1847。現小矢部市生ま
れ。本名は就、芹齋と号す。幼少
時から読書を好み医術を習い、
金沢の医師松田家の養子とな
る。江戸・長崎で学び、医業を継
ぐ。天保年間に加賀藩で最初に
顕微鏡や望遠鏡を考案。東英48
歳の時に墓を逆修した。

L6

天神供養塔
所在：西養寺
種類：石塔
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：500㎝
見学：可

宝篋印塔の塔身上に燈籠の
中央部を乗せた形。笠の下に
天神様を祀る。宝篋印塔は
元々宝篋印陀羅尼経を収め、
長寿、福徳、減罪を成せると
いう。特異な変形塔は神仏混
淆の時代の姿を見る。

H6

宮崎友禅斎の墓
所在：龍国寺
種類：供養碑
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：76㎝
見学：可

元禄の頃、京都で活躍した扇
絵師で、晩年は金沢で御用紺
屋・太郎田屋四代目茂平と共
に友禅染めを始める。石碑は
友禅斎23回忌に建立された
といわれる。なお、生まれは金
沢か京都とする２説があり、
定かではない。

G9

徳本名号塔
所在：心蓮社
種類：名号塔
建立年：文政９
 （1826）
石材：赤・青
 戸室
高さ：197㎝
見学：可

名号塔は山門手前の地蔵堂に
隣接。塔に刻まれた「徳本」は
紀伊国日高郡出身で、各地を
巡り昼夜不断の念仏や苦行を
行い、念仏聖と呼ばれる。本塔
は徳本歿後に建立されたもの
である。塔直下に一石一字経
が埋納されている。

D6

「南無大悲観世音菩薩」の碑
所在：観音院
種類：慰霊碑
建立年：天和２
 （1682）
石材：赤戸室
高さ：134㎝
見学：可

右面に「釋宗栄禅定門　釋妙
休禅定尼　為二世安楽也」。
左面に「天和二年　九月吉祥
日」と刻む。礎石後部に「弟子
建」の文字があり、門弟が師
匠夫妻の冥福を願い建立し
たものだが、師匠の詳細は不
明。

L6

奥村栄政娘の墓
所在：慈雲寺
種類：石廟
建立年：正保２
 （1645）
石材：笏谷石
高さ：220㎝
見学：要許可

？～ 1645。「照光院」は奥村
栄政の娘で、母は富田重政の
次女。堀七郎兵衛秀治に嫁い
だ。石廟には天女を陽刻、屋
根の棟に家紋がみえ、内部に
は蓮の絵が描かれている。

Ⅰ6

飴屋弥兵衛の墓
所在：誓願寺
種類：墓塔
建立年：寛政２
 （1790）
石材：笏谷石
高さ：126㎝
見学：要許可

越前朝倉氏家臣の末裔で「若
松飴」の創始者。京都で薬飴
の製法を学び、河北郡若松村

（現若松町）で飴を作り加賀
藩主に献上して藩の「御用
飴」となる。飴屋として初め
て店舗を卯辰観音町に構え
て飴を販売した。

F6

河野四郎右衛門の墓
所在：妙圓寺
種類：墓塔
建立年：文久元
 （1861）
石材：笏谷石
高さ：118㎝
見学：要許可

藩校明倫堂で書の講師を務め
た河野四郎右衛門の墓、隣に
室墓がある。墓碑の左側面に
功績を刻む。河野家は最初に
浜松藩主大田資宗に仕え、そ
の後四代藩主前田光高室（徳
川家光養女）に召し出され、以
後前田家に仕えた。

E6

御神燈一対
所在：小坂神社
種類：燈籠
建立年：寛延３
 （1750）
石材：花崗岩
高さ：182㎝
見学：可

参道石段中程の両側にあり、
「寛延三庚午歳五月吉日　願
主北間屋七郎兵衛」と刻む。
燈籠の竿部の中央が括れ、県
外産の石材が利用されてい
る。また、境内には狛犬と狛
鹿一対、拝殿右奥には「春日
山少名彦命碑」がある。

B9

関孝和の墓
所在：観音院
種類：供養碑
建立年：安政４
 （1857）
石材：凝灰岩
高さ：176㎝
見学：可

1640? ～ 1708。和算学者。幼
少の時から算術に優れ算聖
といわれた。武士、町人を問
わず孝和に師事する者が多
かった。安政４年、孝和150回
忌に町家連中が建立した石
碑で、碑文は漢文体で略歴な
どを記す。

L6

石幢
所在：宗龍寺
種類：石幢
建立年：天保２
 （1831）
石材：笏谷石
高さ：123㎝
見学：可

角柱の各面上部に「六地蔵」
とされる地蔵菩薩立像が彫
られている。｢大乗妙典一石
一字｣、「天保二年」、「為有縁
無縁」の銘を刻む。２つの面
に、当時の民衆の願いを銘
刻。以前は山門近くに置かれ
ていた。

Ⅰ7

初代中村歌右衛門の墓
所在：真成寺
種類：供養碑
建立年：文政６
 （1823）
石材：赤戸室
高さ：404㎝
見学：要許可

1714 ～ 1791。屋号加賀屋、本名
大関栄蔵、医師の大関俊安の子
として生まれ、寛保２年（1742）
中村歌之助から歌右衛門に改
名。主に上方で活躍、悪役を演
じて当代随一といわれる。石碑
は文政６年に実子三代歌右衛
門が追悼のために建立した。

G7

仙叟宗室の墓
所在：月心寺
種類：墓塔
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：167㎝
見学：要許可

1622 ～ 1697。裏千家四代目。
38歳の時、五代藩主綱紀に京
都より招かれ、150石扶持茶事
奉行となり、金沢城下に茶道
を広めた。元禄10年（1697）76
歳で歿、墓所は京都大徳寺聚
光院にあるが、後に月心寺に
分骨された。

E7

石が語る金沢の歴史と文化

卯辰山山麓地区
石造物マップ
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